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【令和６年度第２回小牧市障害者自立支援協議会次第】  

開催日時 令和６年１０月９日（水） １４時～１６時  

会議場所 ふれあいセンター ３階 大会議室  

 

出席者（委員１５名のうち１４名出席、敬称略）  

（出席した委員）  

日本女子大学 中尾 友紀 

ポプラの会 位田 左和子 

小牧市手をつなぐ育成会 黒田 孝子 

民生委員・児童委員連絡協議会 丹羽 祐二 

社会福祉法人大和社会福祉事業振興会  

身体障害者支援施設 ハートランド小牧の杜 野垣 俊也 

社会福祉法人あいち清光会 川崎 純夫 

社会福祉法人アザレア福祉会  小木曽 眞知子 

一般社団法人小牧市医師会 鈴木 美穂 

春日井公共職業安定所 原 雅恵 

愛知県立小牧特別支援学校 舩越 勢津 

小牧市学校教育課 櫻井 郁代 

小牧市幼児教育・保育課 森島 厚子 

社会福祉法人小牧市社会福祉協議会 吉田 友仁 

小牧市障がい福祉課 浅野 秀和 

 

（同席） 

尾張北部圏域地域アドバイザー 障がい者生活支援センター ＪＨＮまある 田代 波広      

相談支援事業所連絡会代表 地域活動支援センター本庄プラザ 日高 尚子  

こども連絡会代表 小牧市ふれあいの家 親子通園施設 あさひ学園 尾崎 雅代 

日中活動系連絡会代表 生活介護 サンビレッジ 川崎 将宏  

就労支援連絡会代表 就労継続支援Ａ型事業所 かみふうせん 落合 裕子  

委託相談支援事業所 サンフレンド障害者支援センター 中野 勝利 

委託相談支援事業所 相談支援事業ハートランド小牧の杜 木戸 明子  

委託相談支援事業所 ふれあい総合相談支援センター 川口 佐代子  

  

事務局 小牧市障がい福祉課 松浦 由和 

事務局 小牧市障がい福祉課 永井 裕太 

事務局 小牧市社会福祉協議会 澤木 厚司 

事務局 小牧市社会福祉協議会 田中 秀治 
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事務局 ふれあい総合相談支援センター 長江 章 

事務局 ふれあい総合相談支援センター 伊藤 凡子 

事務局 ふれあい総合相談支援センター 湊川 健二 

事務局 ふれあい総合相談支援センター 上平 まゆみ 

事務局 ふれあい総合相談支援センター 今井 志乃 

（欠席）     

愛知県春日井保健所 中村 征人 

（傍聴者） ３名 

 

あいさつ 

１．報告事項 

  ①令和６年度４月～８月の事業の進捗状況 ・・・資料１ 

・相談支援事業所連絡会 

・こども連絡会 

・日中活動系連絡会 

・就労支援連絡会 

・全連絡会共通事業 

・基幹相談支援センター事業 

 

  ②これまでの課題への対応 ・・・資料２ 

１）希望する方に相談員を付けられない現状について 

・児童発達支援センターにおける中核機能強化加算 

２）セルフプラン率が高く他事業所との利用調整で苦慮する現状について 

・事業所間連携加算 

 

２. 協議事項 

  ①第４次小牧市障がい者計画 重点施策１・２・３について ・・・資料３ 

１）相談支援体制の充実 

２）地域生活支援拠点の機能強化 

３）発達支援・医療的ケア児等支援の充実 

  ②虐待ケースの対応と防止について 

 

３. その他 

 

閉会 
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＊第３回小牧市障害者自立支援協議会 日時：令和７年３月１０日（月）午後２時～４時 

                  場所：ふれあいセンター ３階 大会議室 

〈配付資料〉 

・次第 

・資料１ 第４次障がい者計画等進捗状況 令和６年４月～令和６年８月 

・資料２ 児童発達支援センターの役割・機能の強化（１.③関係） 

・資料３ 重点施策１ 相談支援体制の充実 

     重点施策２ 地域生活支援拠点の機能強化 

     重点施策３ 発達支援・医療的ケア児等支援の充実 

・追加資料１  

◆小牧市内 特定相談支援事業所・障がい児相談支援事業所の相談支援専門員数 

◆市内にある指定を受けていないが相談支援専門員初任者研修修了者がいる事業所 

・にじカフェ＆にじいろマルシェチラシ 

・ここばりこまき やさしいまち 防災・バリアフリーコンサートチラシ 

・小牧市障害者団体連絡会通信 つながって→ひろげる 

 

８. 議事内容 

 

（事務局 長江） 

本日はご多用の中、ご出席を賜りまして誠にありがとうございます。定刻になりました

ので、これより令和６年度第２回小牧市障害者自立支援協議会を開催いたします。本会議

の進行を務めさせていただきます、小牧市社会福祉協議会相談支援課長の長江です。よろ

しくお願いします。なおこの会議は小牧市審議会等の会議の公開に関する指針により公開

とさせていただきます。本日の傍聴人は３名となっております。また議事録につきまして

は、小牧市のホームページにて公開をさせていただきますのでご承知おきください。で

は、はじめに小牧市社会福祉協議会事務局長の澤木よりご挨拶を申し上げます。 

 

（事務局 澤木） 

 改めまして皆さんこんにちは。お忙しい中、本日は第２回目の小牧市障害者自立支援協

議会にご参集いただきまして誠にありがとうございます。日頃からこの小牧市障害者自立

支援協議会の事業に格別のご理解とご協力をいただいております事を重ねて感謝申し上げ

ます。 

 ようやく朝晩めっきり涼しくなって参りまして、今日は日中も過ごしやすい気温になっ

てきております。特に今朝は本当に寒くて布団に潜り込んでいるような状況ではありまし

たけれども、日中との寒暖差がかなりありますので体調管理には十分お気をつけていただ

ければと思っております。 
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 さて私ども社会福祉協議会では、赤い羽根共同募金が１０月１日から開始されまして、

これは全国一斉ですが、街頭ではあちらこちらで見かける機会も出てこようかと思ってお

ります。この赤い羽根共同募金に関しましては１２月いっぱいまで実施されますので、ま

た皆様方におかれましても、どこかで見かけられましたらご協力をいただけますと幸いで

ございます。 

 本日、報告事項、協議事項がたくさんございます。さらには協議事項の中で、第４次小

牧市障がい者計画の重点施策についての協議をお願いする事になっております。今日は長

時間に渡る会議になりますけれども、いろいろなご議論をいただきまして実りのある会議

にしていきたいと思っておりますので、何卒よろしくお願いいたします。 

 

（事務局 長江） 

 続きまして、前回ご都合が合わず欠席されました今年度より尾張北部圏域地域アドバイ

ザーに就任された障がい者生活支援センターＪＨＮまある田代様よりご挨拶をいただきま

す。 

 

（田代 尾張北部圏域地域アドバイザー） 

 こんにちは。愛知県の相談支援体制整備事業で地域アドバイザーを務めさせていただい

ております田代と申します。前回は欠席させていただきまして申し訳ございませんでし

た。十数年前に一度地域アドバイザーをさせていただいてまた戻ってきたという形になり

ますので、皆様よろしくお願いいたします。 

 

（事務局 長江） 

 ありがとうございました。なお、本日は愛知県春日井保健所の中村委員が他の公務によ

り欠席となっております。 

 それでは、本日の資料の確認をお願いいたします。事前に送付しましたものとして、本

日の次第と名簿、資料１としまして今年度４月～８月までの第４次障がい者計画等進捗状

況、２８ページに渡る資料になっております。続いて資料２としまして、児童発達支援セ

ンターの役割・機能の強化、これは全３ページとなっております。資料３として、重点施

策１から始まる１、２、３の重点施策、４ページに渡るものになります。なお、重点施策

３番のページが３ページと４ページが逆になっております。大変申し訳ありません。後ほ

どの議事の所では、重点施策３は４ページをご覧いただきながら３ページに続きますので

ご了承ください。申し訳ありません。本日机の上に配付した資料としまして、追加資料１

相談支援専門員の数が記したもの、にじカフェ＆にじいろマルシェの開催のチラシ、続い

てここばりこまきのコンサートのチラシ、そして表題がオレンジ色になっております、小

牧市障害者団体連絡会通信というものをお配りさせていただいております。なお、また訂

正で恐縮ですが、追加資料１小牧市内の障害支援専門員数の人数に誤りがあったのでご報
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告します。ハートランド小牧の杜の初任者研修修了者数１、左記のうち、実際に契約者を

担当している相談員数が２になっておりますが、共に２ではなく１ずつです。修了者数も

１、相談員数も１という事で訂正をお願いします。トータルの合計が２６を２５に、２１

を２０となります。大変申し訳ありません。以上、訂正をよろしくお願いします。資料不

足のある方はいらっしゃいませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、ここからは次第に沿いまして中尾会長の進行により、会議を進めていただき

たく存じます。中尾会長よろしくお願いします。 

 

（中尾会長） 

皆様こんにちは。久しぶりの会議になりますがどうぞよろしくお願いいたします。本日

は内容が盛り沢山で、なかなか最後までいかないかもしれない、或いは途中で打ち切って

次にいくかもしれないという事になるかと思いますが、皆さまご協力のほどどうぞよろし

くお願いいたします。 

 それではさっそく始めていきたいと思うのですが、まず最初、報告事項で今年度４月～

８月までの５ケ月間の事業の進捗状況で、新たに第４次障がい者計画が始まって初めての

第１年目の最初の５ケ月間の報告になります。その内容について、まず報告事項①につい

て、事務局からご説明をお願いいたします。 

 

（事務局 上平） 

 事務局の上平と申します。よろしくお願いいたします。着座にて失礼いたします。 

 今回は次第２の協議事項に時間を取らせていただきたいと思いますので、各連絡会の進

捗状況は抜粋してご報告させていただきます。 

 資料１の１ページをご覧ください。令和６年度相談支援事業所連絡会の４月～８月まで

の進捗状況です。グレーの網掛け部分が４月～８月にかけて行った事業となっておりま

す。１ページ２ページでは、４つの目的に沿って事業を実施しております。１ページ目の

２段目、「事業所連携による強化型加算の取得する事業所を増やす事で人件費につなげて

いただく」です。今年度９月より加算の取得を希望した事業所とふれあい総合相談支援セ

ンターとで進めていく予定となっていましたが、地域生活支援拠点の登録制を確立するこ

とが優先となり、開始が延期となっている状況でございます。地域生活支援拠点の登録制

につきましては、後ほど協議事項にて市よりご説明いただきます。下段です。「サービス

等利用計画作成に伴う各種加算の取得状況について連絡会で確認を行う」です。基幹相談

支援センターの巡回訪問にて加算の取得状況を確認し、今年度より小牧市の相談支援事業

所１１事業所中６事業所が加算の請求を行っており、加算の取得をしている事業所が増え

てきている事を把握しております。少しでも相談支援専門員の人件費に繋がればと、今後

も取り組んで参ります。    

 ２ページ目をご覧ください。相談先の周知と虐待防止に関しましては、委託相談支援事
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業所の相談支援専門員がそれぞれ、小牧市地区民生委員・児童委員連絡協議会の６地区に

出向き、委託相談支援事業所の説明や障害者虐待防止法についての説明、見守りの依頼を

行い、周知する事ができました。今後は民生委員・児童委員を含めた地域の方々への周知

も継続していく必要があると考えております。 

 ３ページをご覧ください。「精神障がい者等の地域移行」では、地域移行、地域定着支

援についての勉強会を実施しております。本日出席いただいておりますアザレア福祉会の

小木曽委員にご協力いただき、基幹相談支援センター主催で地域移行に関しての事例検討

会とピアサポーターとの交流、ピアサポーターを学ぶ会をそれぞれ実施いたしました。評

価としましては事例検討や地域で暮らす当事者の声を聴く機会を設けた事で、地域移行、

地域定着のために相談支援専門員が認識すべき事を学ぶ事ができております。今後は委託

相談支援事業所と精神科病院の相談員との情報交換について検討して参ります。地域生活

支援拠点の整備に伴う地域移行の体験の場と機会については、相談支援専門員の立場から

関わりを持つようにして参ります。以上、相談支援事業所連絡会です。 

 続きまして４ページをご覧ください。こども連絡会の令和６年度４月～８月の進捗状況

です。４ページ～７ページでは５つの目的に沿って、事業を進めて参りました。４ページ

の上段のこども連絡会全体会の開催では、相談員がいないケースの困り事についての意見

交換の中で、現状は全ての児童に相談支援専門員をつける事が難しく、ケースごとに相談

支援専門員が必要かどうかを検討する必要があるという意見が出ておりました。こちらは

目的の②の「あさひ学園と児童発達支援センターが協力し、地域の障害児支援の体制強化

を図る」に繋がって参ります。後ほど協議事項の重点施策３で、市の方から今後の取り組

みなどについてお伝えしていただきます。 

 ５ページをご覧ください。こども連絡会事業所部会を開催し、市役所より事業所間連携

加算についての説明をしていただきました。こちらは相談支援専門員がついていないケー

スでの事業所間の連携に有効な取り組みとなっており、コア連携事業所が事業所間連携会

議を開催していく事を学ぶ事ができております。こちらの事業所間連携加算につきまして

は、この後報告事項の②のこれまでの課題の対応についての所で、委員の皆様にも市より

ご説明いただきます。 

 続きまして６ページ下段のあさひ学園、児童発達支援、放課後等デイサービスの事業所

見学会につきましては、開催予定、現在受け入れ事業所募集中と記載しておりますが、１

０月７日よりスタートし現在実施中です。次回の小牧市障害者自立支援協議会で報告させ

ていただきます。 

 続きまして７ページをめくっていただき８ページ９ページをご覧ください。医療的ケア

時等ネットワーク部会の４月～８月までの進捗状況です。医療的ケア児等ネットワーク部

会は、５つの目的の全てが重点施策となっております。定期開催の医療的ケア児等ネット

ワーク部会、そしてなかよし訪問の実施につきましては記載してある通りです。９ページ

の上段です。医療的ケア児の家族の集いを開催しております。評価としましては学校の選
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び方をテーマに経験者のお話を聞くなど、家族、支援者、経験者との交流の場が実現でき

ました。その下です。「関係機関それぞれに１名以上の医療的ケア児等コーディネーター

養成研修受講者を配置」です。今年度は小牧市社会福祉協議会より１名受講いたしまし

た。９月に医療的ケア児等コーディネーターを取得できております。こども連絡会の進捗

状況は以上となります。 

 

（事務局 湊川） 

 続きまして日中活動系連絡会の進捗状況に移ります。１０ページをご覧ください。①の

目的に沿って各事業を進めております。日中活動系連絡会・就労支援連絡会の合同連絡会

は第１回を６月１０日に実施しております。内容は、近況報告、情報共有を行い、グルー

プワークではＢＣＰ策定について、事業所の課題、困り事について話し合いを行いまし

た。評価としまして、「各事業所の近況を知り情報共有ができた」グループワークでは、

「各事業所、ＢＣＰマニュアルの策定は終わっているが、研修や訓練方法が分からない」

「必要な方に相談員をつけられない」「４月の報酬改定で改定内容が分からず、気軽に相

談できる事業所間の繋がりが欲しいと感じた」「就労選択支援の内容が分からず研修があ

ると良い」などの意見があり、今後、連絡会で取り組んでいく課題の抽出ができました。

第２回については１０月２８日に開催予定です。 

 続きまして１３ページをご覧ください。１３ページに関しては、目的が１１ページの①

～⑤までの目的に沿って行っている事業になります。にじカフェ・にじいろマルシェを開

催しております。にじカフェ・にじいろマルシェはお手元のチラシにもありますように、

１１月２日（土）に小牧駅西口のにぎわい広場で開催予定です。障がいがある人もない人

も皆が集まれる場所をコンセプトに障がい者の余暇の場を充実する目的で開催しておりま

す。 

 続いて１４ページをご覧ください。こちらはサンデーボランティア主催の「ボッチャ教

室」についてです。４月、５月、６月、７月と、それぞれ２０名、１６名、１２名、２１

名が参加されました。評価といたしまして、継続して来られる方や、参加者からの紹介、

親子での参加やヘルパーと一緒に参加される方、個人ボランティアの継続的な参加など、

様々な方に参加いただき、少しずつ周知されてきております。 

 続きまして１５ページをご覧ください。①②の目的に沿って、「保護者および教員向け

進路先説明会」を８月２３日に開催いたしました。参加保護者が５９名、参加教員・事業

所関係者が１５名、合わせて７４名の方に参加いただきました。またブースは２０法人が

参加いただいております。評価といたしまして、参加対象者を特別支援学校に通う全校生

徒と教員を対象とした事、特別支援学級に通う児童の保護者と教員にも開催を周知した事

で大幅な参加者増となりました。保護者や教員からの参加後のアンケートより、「制度の

理解ができた」「進路先の理解ができた」「進路先の情報が聞けて心が軽くなった」「担当

者と直接話せるのが良かった」「来年も開催して欲しい」との意見がありました。一方で
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参加者が増えた事で「ブースを回る時間が無かった」「相手の声が聞こえなかった」など

の意見もありました。来年度に関しては、連絡会の事業所から意見を聴取して開催方法な

どを検討して参ります。日中活動系連絡会の進捗状況は以上になります。 

 続きまして就労支援連絡会の進捗状況になりますが、こちらは日中活動系連絡会と活動

内容が重複しているため、割愛させていただきます。 

 続きまして全連絡会共通事業に移ります。２２ページをご覧ください。下の網掛け部分

になります。目的①②に沿って、こまき福祉のおしごとフェア実行委員会を開催し、話し

合いを重ねております。おしごとフェア自体は令和７年２月２３日に小牧市の中央図書館

１階のイベントスペースで開催予定です。こちらの資料には事業所１１法人なっておりま

すがこの時よりも増えまして１４法人と保育関係が４法人の計１７法人と小牧市の幼児教

育・保育課が参加予定となっております。全連絡会共通事業は以上になります。 

 

（事務局 伊藤） 

 続きまして小牧市障がい者基幹相談支援センターの報告です。障害者虐待防止センター

について報告させていただきます。障害者虐待防止センターでの受付数、施設従事者虐待

受付が１０件、養護者虐待受付が２件となっております。内訳はご覧のとおりです。周知

については、先ほど相談支援事業所連絡会で報告させていただいたとおり、各地区民生委

員・児童委員連絡協議会でチラシを配り、虐待防止についての周知を行っております。ま

た、障害者虐待防止法についての研修につきまして尾張北部権利擁護センター開催研修の

啓発を、小牧市障害者自立支援協議会の会員事業所にお知らせしています。実際の参加者

が１３名だったという事で、参加事業所が他にどのような虐待防止の研修を行っているか

の確認を今後行っていく予定です。障がい者基幹相談支援センターの報告は以上です。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございました。コンパクトにまとめてご報告くださいました。まだ５ケ月間

の内容ですのでこれからの部分もありますが、着実に計画を進行しているという事がお分

かりいただけたのではと思います。ここまでのところで何かご意見がありましたらお伺い

したいと思います。いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 まだ６年計画の５ケ月間の事ですので、着実に進めていくという事、また新たな課題が

ありましたらそれも踏まえて行っていくという事も必要かと思いますので、引き続き今後

ともよろしくお願いいたします。 

 それでは報告事項②です。これまでの課題への対応について市役所からご説明をお願い

いたします。 

 

（障がい福祉課 永井） 

 障がい福祉課永井よりご説明させていただきます。着座にて失礼します。 
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 今回、これまでの課題への対応という事で２点挙げさせていただいておりまして、まず

１点目、希望する方に相談員をつけられない現状についての対応についてですが、こちら

に繋がる加算といたしまして、児童発達支援センターにおける中核機能強化加算というも

のが今年度新設されました。こちらの加算についてですが、児童発達支援センターの４つ

の機能について段階的に評価を行うものになっております。４つの機能とは、「幅広い高

度な専門性に基づく発達支援・家族支援機能」と地域の障害児支援事業所に対するスーパ

ーバイズ・コンサルテーション機能」、また「地域のインクルージョン推進の中核機能」、

最後に「地域の発達支援に関する入口としての相談機能」の４点となります。中核機能強

化加算の手続きといたしましては、まず児童発達支援センターから市と県に加算の申請を

いただきます。その後、市が支援体制等の状況確認を行いまして、要件に適合する場合は

地域障害者支援体制中核拠点として登録をいたします。その後、県の加算の適合審査を経

て児童発達支援センターで加算の算定が可能になるというものになります。この度、小牧

市では児童発達支援センターいろはと児童発達支援センターひろばの２ケ所を地域障害児

支援体制中核拠点として登録をいたしました。また令和６年９月１日に、児童発達支援セ

ンターいろはを指定特定相談支援事業者及び指定障害児相談支援事業者として指定をいた

しております。これにより、希望する方に相談員をつけられないという現状が少しでも改

善の方に進むのではと考えております。 

 続いて２点目、「セルフプラン率が高く他事業所との利用調整で苦慮する現状につい

て」になります。資料２をご覧ください。今から説明いたしますのが、３ページ目の事業

所間連携加算の部分になります。事業所間連携加算とは、セルフプランで複数の事業所を

併用する障がい児に対して、事業所間で連携を図り児の状態や支援状態の共有等の情報連

携を行った場合に評価を行うものになります。こちらの連携の流れについてですが、まず

市が保護者からの聴き取りによって、セルフプランで複数の事業所を併用する障がい児を

把握し、対象者の保護者に加算の趣旨を説明いたします。加算の活用について保護者から

の同意を得られましたら、コーディネートを進める中核となる事業所として、コア連携事

業所と呼んでおりますが、こちらを選定いたしまして、事業所間連携加算の実施を依頼す

るものになります。コア連携事業所は、対象児にかかる支援の実施状況や心身の状況、生

活環境等の情報及び個別支援計画の共有を行うとともに事業所間連携会議というものを開

催するものとなっております。ただいま小牧市では、８８名の障がい児に対してコア連携

事業所が選定されております。こちら保護者の同意が必要なものにはなりますが、加算の

取得に向けて動いていただく事で、結果として他事業所との利用調整がスムーズに進んで

いくのではないかと考えております。以上です。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございました。昨年度からの継続する課題でもあった、「相談員が足りてい

ないのではないか」「セルフプラン率も高い」、セルフプラン率が高い事自体は一概に悪い
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事ではないけれども、相談員をつけてもらいたい人に相談員がつけられないケースという

のがあるのでそれを解消していくためにどうしていったら良いのかというお話の中で、市

が実際に進めているものについて現状をお話してくださったのが、今の２点です。児童発

達支援センターにおける中核機能強化加算という事と、事業所間連携加算の２つを今、小

牧市で進めていただいているという事です。この点について何かご意見がある方はおられ

ますでしょうか。 

 

（中尾会長） 

 小木曽委員お願いいたします。 

 

（小木曽委員） 

 社会福祉法人アザレア福祉会の小木曽です。相談支援専門員もやっております。先ほど

市の方から説明がありました点で２つ質問させていただきます。希望する相談をつけられ

ない現状というところで、児童発達支援センターのいろはさんとひろばさんの児童発達支

援センターの指定をされて、おそらく今まで長年療育されているあさひ学園さんと協力を

しながらやっていくと見ています。機能的なものを指定するための基準が今４つありまし

た。４つある中で強化をし、中核として担っていくにはそれ相応の専門性があって当然だ

と私は思っております。指定申請された方の児童発達支援管理責任者やコア機関もそうで

すが、そういう方々の資質はどんな感じになるのか。持っているだけで経験がないとか、

経験があっても資質があるかどうかは別物だと思っています。やはり安心してこの方に相

談ができればという視点で強化をしていくべきだと思いますし、「そこに相談しても」と

いうふうに言われる事が結構あります。それは障がい者・障がい児、うちかもしれないで

すが、そういう部分できちんとされている事業所に行っていただきたいと思っているの

で、ただ闇雲に「指定をしているからこれで大丈夫」とは言い難いのではないかという事

が 1つ。もう一つが相談員不足は私も十分承知しているところですが、新しく児童発達支

援センターいろはが９月にできたという事で充足されるのではないか、と言われているの

ですが、実際に現在セルフプランが何パーセントでどういう方についていないのか、現状

の調査アンケートを前回されていると言っていたのですが、それが具体化されていない

し、数値にも出てないので本当にどう足りないのかがわからない。その辺の所もきちんと

示していただきたいと思います。特定相談支援事業所も幅広い年齢層の相談ですから、児

童の相談を受けてくださいというのは難しい所もあると思います。ですので、児童発達支

援センターとあさひ学園の３ケ所でやっていただきながら、そこの中から、委託相談支援

事業所へ相談を移行するというところも検討していただきたいと思います。その点をどう

お考えなのかを改めて聞きたいと思います。 

 

（中尾会長） 
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 ありがとうございます。今２点ありましたが、よろしければ事務局の方でいかがでしょ

うか。 

 

（障がい福祉課 永井） 

 障がい福祉課永井です。小木曽委員からおっしゃられた事は、ごもっともと思っており

ます。確かに闇雲に指定しても意味がないというところで、こちらとしては基準を満たし

たところで指定しているものではありますが、大事なのはその中身になってくるかと思い

ます。今後指定して終わりではなく一緒にお話を伺いながら進んでいけたらと思っており

ます。またセルフプラン等数値についてですが、この場で示せる資料が手元にないもので

申し訳ないですが、そういった数値面で一緒に改善していけるように今後対応していく必

要があると思っております。おっしゃる通り児童発達支援センターとあさひ学園から、さ

らに委託相談支援事業所についても検討を進めていく事になると思いますので、また今後

進展等ありましたらこういった場で説明させていただきたいと思います。よろしくお願い

します。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。小木曽委員よろしいでしょうか。数を増やすという事だけでは

なく、その質の向上というところもどういう事ができるのかという事で今後もきちんと進

めていただければと思います。 

 他はいかがでしょうか。私が最初に「今日ぎっしり詰まっています」とお伝えしたので

皆さん遠慮されているかもしれないのですが、時間は順調に進んでおります。何かご意見

ありましたら、よろしいですか。もしよろしければアドバイザーの田代さん何か小牧市が

進めているこの状況で、これまでのところに関してありましたらご意見伺えればと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

（田代 尾張北部圏域地域アドバイザー） 

 小木曽委員からの質問もごもっともだと思い聞いていました。結局、「計画相談なり障

がい児相談がなかなか進まない」「どうしても相談支援専門員の人数がいない」「運用面で

難しい」といった課題の中でちょうど今日午前中に岩倉市の協議会でも同じ事をお話しし

たのですが、今ご報告いただいた児童発達支援センターは中核的な役割を担います。セル

フプランとならざるを得ない児童が計画をつかないでいるので、せめて事業所間連携加算

ができたから事業者同士でしっかりと適切な利用を進めてくださいというものが国から出

ているとして、例えば、基幹相談支援センターだけではなくて少しでも子ども分野で児童

発達支援センター等がしっかり機能していく事で、例えば計画相談や障がい児の計画が進

まないにしても皆さんがおっしゃっている、本当に必要としている方に相談がつく、つか

ない、後はやはり取りこぼしがないようにしていただきたいと思うので、ここの対策・課
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題の取り組みが必要だと思います。例えば優先的にどうやって作っていくのか、進まない

にしてもどう取りこぼさないように皆さんで動くのかというところがもう少し話し合って

いけると良いのかなと聞いていました。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。現状で誰がどういうふうに受ける事ができているのか、また相

談員をつける事ができていないのかというところを、しっかり明確にしていき、どのよう

にしたら必要な人につける事ができるのかという事、そこの辺もきちんと見ていかなけれ

ばならないとお聞きしました。ごもっともな事だと思います。 

 何か他にご意見あれば、よろしいでしょうか。それではご報告いただいた内容がまだこ

れからも続いていく事で特に重点的にやらなければならない事にも入っておりますので、

また今後とも進捗を見守っていくという事でよろしくお願いします。またご意見などあり

ましたら次回までは長く時間がありますけれども、事務局の方は動いておりますし、また

この場でもご意見をお聞かせ願えるかと思います。よろしくお願いいたします。 

 そうしましたら次の所に参りたいと思います。協議事項につきましてこれも事務局、市

役所の障がい福祉課の方からご説明をよろしくお願いいたします。 

 

（障がい福祉課 永井） 

 重点施策ですが３点ありますので順番に説明いたします。まず資料３、１ページ目をご

覧ください。重点施策１としまして、相談支援体制の充実を挙げております。こちらまず

施策の方向性として「複合化・複雑化している相談に対応するために、地域の障がい者の

支援体制で課題となっている事について情報共有、連携の緊密化を図り、地域の支援体制

の充実を図る事が必要」であるという事。また「相談員の質の向上を図るため、相談支援

従事者の人材育成が求められる」としています。今回の計画での取り組み項目としまし

て、例えば、「①小牧市障がい者基幹相談支援センターを中心とした地域の相談支援の強

化」また「②指定特定相談支援事業所の体制整備」といったものを挙げております。こち

らの考えている成果、活動目標といたしましては、相談員などによるサービス利用計画の

作成割合を増やす事。また、市内相談支援事業所における相談支援専門員の人数を増やす

事を挙げております。そのための課題として、指定特定相談支援および、指定障がい児相

談支援に従事する相談支援専門員が不足している事。また自社サービス利用者に限定し

て、担当されている場合があるという事が考えられます。次に「報酬が安価なので事業者

が相談支援事業に積極的ではないのではないか」といった事や、「一人で相談支援業務を

行っていると、同法人内の他職種の職員と悩みや困り事を共有できず孤立を感じている者

がいるのではないか」といった事が課題として挙げられております。今後の取り組みとい

たしましては、指定相談支援事業所ごとの担当件数を把握すると共に、利用者の追加受け

入れができない理由を洗い出す事。他事業所との連携による機能強化加算の取得を促進す
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る事。ただこちらは生活支援拠点への登録が必須となりますので、後で詳しく説明いたし

ます。最後に相談支援専門員間の交流の機会を増やす事を挙げております。こちらが重点

施策１になります。 

 続いて２の方を一旦飛ばして、３の説明をいたします。資料３の４ページ目をご覧くだ

さい。こちらまず重点施策３として発達支援・医療的ケア児等の支援の充実を挙げており

ます。方向性として「更なる発達支援の場の充実」「インクルーシブな保育・教育の充

実」「障がいの重度化・多様化の対応、医療的ケア児等に対する総合的な支援体制の構

築」「ライフステージごとに切れ目のない支援の実施、相談支援体制の充実と関係機関の

連携の強化」の４点を主に挙げております。今回の計画の取り組み事項は、まず障がい児

相談・発達支援の充実として、①支援が必要なお子さんのためのガイドブックを作成し、

障がい児支援の利用促進に図る事。②あさひ学園は「発達支援」「家族支援」「相談支援」

を行います。さらにあさひ学園と児童発達支援センターが協力し地域の障がい児支援の体

制強化を図ります、を挙げております。（２）の医療的ケア児等の支援ですが、こちらは

②として基幹相談支援センターに配置した医療的ケア児等コーディネーターは、医療的ケ

ア児等に関する情報を集約し必要な環境機関と連携し、医療的ケア児とその家族を支える

支援体制の構築に取り組みます。また医療的ケア児とその保護者の当事者間のつながりを

推進します。③保育・医療・福祉・教育などの関係機関、医療的ケア児等コーディネータ

ー養成研修受講者を配置します、といった事を挙げております。戻っていただいて３ペー

ジ目を確認いただきたいのですが、主な活動指標としてあさひ学園の相談件数の増加。②

医療的ケア児等コーディネーター養成研修受講者数の増加を挙げております。こちらの今

後の取り組みとして、あさひ学園の相談件数の把握をし、そういったところの分析をして

いこうと考えております。また、医療的ケア児等コーディネーター養成研修受講者の配置

状況を把握し、今後の配置の優先順位付けを行おうと考えております。続いて②の説明を

お願いします。 

 

（障がい福祉課 松浦） 

 障がい福祉課の松浦と申します。それでは、重点施策２「地域生活支援拠点の機能強

化」についてご説明申し上げます。まずこのレジュメに沿ってお話しさせていただきます

と、重点施策の方向性につきましては体験の場や機会や緊急時の受け入れ対応の高いニー

ズに応えるため現状の面的整備は行われている体制を更に強化する事を掲げております。

第４次障がい者計画の取組項目といたしまして「障がい種別にかかわらず市内の入所施設

やグループホームと連携していつでも受け入れる事はできるよう体制を図ります」や、

「地域生活支援拠点コーディネーターの配置を検討する」「相談支援体制の強化に努め

る」「共同生活援助事業費補助金などを今後も継続し助成していく」「基幹相談支援センタ

ーや自立支援協議会において研修会を開催して、専門的な人材確保や育成に努める」とい

う事。あとは「地域課題の抽出、課題解決に向けた検討を進める」事を取組項目として掲
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げております。以前の自立支援協議会でお話はしたのですが、地域生活支援拠点の機能強

化という観点から登録制というのを考えております。その登録制の導入に向けてご説明申

し上げます。もしお手元に第４次小牧市障がい者計画の冊子があれば４０ページ４１ペー

ジをお開きいただければと思います。障がいのある人が住み慣れた地域で安心して暮らし

ていけるように、様々な支援を切れ目なく提供できる仕組みを構築するために、地域生活

支援拠点の整備というものが求められております。地域生活支援拠点とは障がい者などの

重度化・高齢化や親亡き後に備えると共に入所施設や病院からの地域移行でありますと

か、親元からのひとり暮らしなどへの移行を進めるために重度障がいにも対応可能な専門

性を有し、障がいの特性に起因して生じた緊急の事態、障がい者などの介護を行う方の障

がいや疾病のため、支援が見込めない事態に陥った場合に障がい者が希望する地域移行に

向けた支援を担うものでございます。その機能としましては主に５つございます。４１ペ

ージの上段に表があります。まず相談機能という事で通常時から緊急事態における支援が

見込めない世帯を事前に把握、登録した上で常時の連絡体制を確保し、緊急事態等におい

て必要な調整や相談その他必要な支援を行う事が一つ。２番目としまして体験の場の機会

の提供。障がい者支援施設や精神科病院などからも地域移行でありますとか、親元からの

自立にあたって共同生活援助などの障がい福祉サービスの利用やひとり暮らしの体験の機

会の場を提供するという事でございます。３番目といたしまして短期入所事業所などを活

用した、常時の緊急受け入れ体制を確保した上で緊急事態における受け入れや、医療機関

などへの連絡など必要な対応を行う事。４番目として専門的人材の確保要請という事。医

療的ケアが必要な方、強度行動障害を有する方、高齢化に伴い重度化した障がい者等に対

して専門的な対応を行う事ができる体制の確保でありますとか、専門的な対応ができる人

材の要請、その他地域の実情に応じて、創意工夫を行いながら専門的な人材の確保に努め

る事という事でございます。５番目といたしましては地域の体制作りという事で、地域の

様々なニーズに対応できるサービス提供体制の確保や、地域社会資源の連携体制の構築な

どを行うものが主に地域生活拠点の機能として掲げられているものです。本市におきまし

ては他市にも導入しておりますが複数の機関が分担して連携し、機能になる体制の整備、

面的整備というものを実施しております。さらなる機能の強化を図るため地域生活支援拠

点の登録制の導入を目指しております。登録制を導入する事で緊急時における迅速かつ確

実な相談支援の実施と短期入所などの活用を可能とする事によって、地域における生活の

安心感を担保するという事。また体験の機会の提供を通じて施設、親元からグループホー

ムやひとり暮らしなどの生活の場へ移行しやすくする支援を提供する体制を整備する事な

どによって、障がい者の方の地域での生活を支援する体制の強化につながるのではないか

と考えております。地域生活支援拠点に関しては、各事業所の方にご登録をいただいて進

めていくものなのですが、登録していただく事業所に求める事といたしまして、様々な事

業所の特性等があるので異なる所もあるのですが、まず登録いただいた事業所にお願いし

たいのが困難事例や地域移行事例についてその都度、個別支援会議などを各事業所間で協



 15 

力して行っていただいて、その個々の地域の生活について検討を行っていただきたいとい

うのがまず一つ。登録いただいた事業所の方々できる限りの方に、年に数回、地域生活支

援拠点連絡会議というものを開催させていただいて、その会議に出席して各事業所の事業

状況を報告していただくと共に市の全体の事業の評価にご協力いただきたいというものが

皆様にお願いしたいです。事業所によって異なってくるのですけど、例えば特定相談とか

障がい児相談支援事業所につきましては通常時から相談されている方やその家族の方々、

緊急時の過ごし方をイメージしていただいた上でその方々から情報提供をいただき、必要

に応じて個々の情報シートを作成していただいて、その相談者のご家族の方が緊急対応が

必要だという事になった場合にその情報シートに基づいて、普段対応していない関係機関

などと連携して緊急対応を行うという事を相談支援事業所にお願いしたい。受け入れる側

の短期入所事業所・サービス事業所につきましてはそういった地域生活拠点の事業所から

の問い合わせの窓口をまず確保いただくのと、問い合わせに関して、空き状況の情報を連

携して受け入れ事業所にご提供いただくという事であります。短期入所であれば空きがあ

る場合、最低 1泊以上の受け入れ協力を市としてお願いをしていきたいと考えておりま

す。事業所のメリットは、拠点事業所として登録や対応いただいた場合に加算というもの

がございます。これまでも地域生活支援拠点の登録に伴う加算や緊急時の受け入れ加算は

ございましたが、今年度の報酬改定によって新設された加算がございます。例えば、拠点

などにおける相談の機能を強化するという観点から特定相談支援事業所にコーディネータ

ーの役割を担うものといたしまして、相談支援専門員の方を配置し相談を受け連携する短

期入所事業所への緊急時の受け入れ対応を行う事を評価する「地域生活支援拠点等相談強

化加算」というものでありますとか、今まで通所系サービス事業所においては緊急時の受

け入れ加算はなかったのですがそれが追加されたり、通所サービスやグループホームの見

学などで食事体験を行うなど地域生活への移行に向けた支援を実施した場合にひと月に３

回を限度として所定単位数を算定する地域移行促進加算というものが新設されました。

今、新設したものを話させていただきまして詳細の説明は割愛させていただきます。他に

も地域生活支援拠点として登録もする事業所には様々な加算をつける事ができます。事業

所の報酬増加、財源確保に繋がるものにはなって参ります。市の考え方をご理解いただき

つつ事業者の皆様にはぜひともご協力をいただきたいと考えております。この制度を導入

するにあたって今後のスケジュールについてですが、詳しい事はわからない事もあるとは

思うのですけども、市内のサービス事業所様を対象にして説明会を開催させていただきた

いと考えております。後日、事業所に対し開催案内を送付させていただきます。そこで地

域生活支援拠点に関しての説明をさせていただいた後、各サービス事業所に「登録します

か、しませんか」という意思確認をさせていただき、登録希望の事業所がございました

ら、その事業所に対して登録申請をしていただき、その上で登録申請があった事業所につ

いて、事業所の状況や提供できるサービス内容などを精査いたしまして承認の可否をお伝

えいたします。令和７年４月から登録事業所による利用受け入れを開始、というスケジュ
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ールの想定をさせていただいております。事業所の参加意思がどうか等、進捗状況につき

ましては次回の自立支援協議会においてご説明はさせていただこうと考えております。本

市といたしましては地域の事業者がそれぞれ役割を分担して面的整理の体制を強化し障が

いのある人が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるようにつなげていきたいと考えて

おりますので皆様のご協力をよろしくお願いいたします。地域生活支援拠点の機能強化の

お話は以上となります。よろしくお願いいたします。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございました。今、重点施策３点ご説明をいただきました。これについて皆

様からご意見をお伺いしたいと思います。繋がっている部分もありますが順番にいきたい

と思います。最後のお話を聞いていたら頭が地域生活支援拠点になっているかと思います

が、１に戻っても大丈夫でしょうか。１の「相談支援体制の充実」になります。ただこれ

は今後の取り組みの所でご説明もあったように、機能強化加算を取得するためには地域生

活支援拠点の登録が必要という事で地域生活支援拠点と繋がっているのであわせてご意見

をいただいても大丈夫です。ご意見があればよろしくお願いいたします。いかがでしょう

か。よろしければ最初に相談支援連絡会の方から、少しお話をお伺いできればと思うので

すけれども。代表で日高さん、いらっしゃいますか。 

 

（相談支援連絡会 日高代表） 

 今年度、相談支援連絡会の代表を務めさせていただいております。地域活動支援センタ

ー本庄プラザの日高と申します。着座にて失礼いたします。相談支援体制の充実というの

は先ほど議事２のこれまでの課題への対応の所で検討したところにも繋がっていると思い

ます。なかなか相談員が増えない現状がありセルフプラン率も高いのは、随分言われてい

ると考えています。今年度からはその先ほども話に出ていますように機能強化加算取得の

お話がよく聞かれるようになってきているかと。報酬改定の兼ね合いもあるかと思います

が、「加算を取っていきましょう」というお話が出てきていると感じているところではあ

りますけれども、実際の現場では、なかなかそこに取り組む余裕もない事も感じていま

す。まずは現状をしっかり把握する事からと思いますので、セルフプラン率が高いと言わ

れているけれども実際どのぐらいなのか、サービスの利用状況としてもどのぐらい増えて

いるのかというところも、かかってくると思っています。また委託相談というのも小牧市

としては、いくつかの事業所がありますが、委託相談と指定特定、計画相談の兼ね合い

や、障がいの分野では、児童から高齢になられた方の介護保険に移られる前の方や介護保

険適用にならない方などの幅広い対応をしておりますので、そういった現状がどうなって

いるのかをしっかり把握していくという事も充実に向けては必要な事ではないかと、個人

的な話にはなりますが感じております。 
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（中尾会長） 

 ありがとうございます。長い間、相談支援体制を充実していかなければならないと言わ

れ続けていますが、実際にその人が増えないという事もあり、難しいと思っております。

同時に質の確保をしていかなければならないという事ですので、さらに難しさがありま

す。その中で現状がどうなっているのか、もう少し細かく見ていく必要があるのではない

でしょうか、という事ですね。 

 いかがでしょうか。その他、相談支援という点では、実際に関わっておられる方たちに

お聞きするのが良いと思うのですが、ハートランド小牧の杜の野垣委員、いかがでしょう

か。 

 

（野垣委員） 

 ハートランド小牧の杜の野垣です。よろしくお願いします。先ほどのご報告の中にもあ

りました、セルフプラン率が高いという事に対して、私が分からないのですが、この高い

というもののそもそもの原因、理由と言いますか、制度の仕組み等が無理解な状態にある

のか、高いという事に対する理由が何か分かるようでしたら、教えていただきたいです。

また、内容は戻りますが、ご報告の中で基幹相談支援センターの進捗会議が２回ほど行わ

れた、と報告がありました。その中で参加者が５名であったり６名であったりという記述

があるのですが、どういった方が参加されて、どのような内容をお話しされたのかを、教

えていただきたいです。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。今の２点について、事務局お答えできますか。よろしくお願い

いたします。 

 

（事務局 伊藤） 

 基幹相談支援センターの進捗会議について説明させていただきます。これは、基幹相談

支援センターを昨年度７月に立ち上げまして、まだうまく回せるようになるまで主任相談

支援専門員や地域アドバイザーに入っていただきながら、巡回訪問する中で、聞き取りを

行い、基幹相談支援センターとして虐待対応の取り組みなどを報告しながら、基幹相談支

援センターとしてうまく回れるようにという事で、アドバイスをもらうために行っている

会議です。基幹相談支援センターの進捗会議の紹介については以上です。実際には小木曽

委員や田代委員、それから今年度からは相談支援事業所連絡会代表の日高さんにも入って

いただいて、会議を行っている次第です。 

 

（事務局 長江） 

 セルフプラン率が多くなった経緯についてですが、この問題は始まってからの事ですの
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で、どなたなら答えられるだろうかと思いますが、係長いかがでしょうか。 

 

（事務局 伊藤） 

 小牧市は全国から少し遅れて計画相談に取り組んだという状況があるのですが、スター

トすべての方に計画を、という事で始めて委託相談支援事業所を中心に必死に依頼を受け

ていたという経緯があるのですが件数が増えるごとに、今までのケースが減るわけではな

いので、そこにプラスで手一杯な状況がどこの事業所にも起きています。繋ぐところや、

深刻なお困り事についてはどこの委託相談支援事業所も相談に乗るのですが、そこにプラ

ス計画を書いて、一番大事なモニタリングという福祉サービスを使う際にはどのようにど

う進捗状況されているかという所まで相談支援専門員の手が回らない状況があって、セル

フプランというものを紹介せざるを得ない状況が増えていたという経緯があります。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。先ほどからも出ている、具体的に何がどう問題なのかというと

ころなのですが、相談に来るけれども、その相談を相談支援専門員の方でプランの作成が

できないので、ご自身でやっていただくという形で帰されている、ちょっと良くない言い

方ですけれども、来るけれども受けられず戻しているという形が増えているという事です

か。そうなると、その原因としては相談支援専門員が足りていないという事なのですね。

そして、以前からずっとご利用されている方たちでもう慣れているので、全部自分でやっ

ている方の数が多いという、そういう事でもない。それはそれとして、そうした状況もあ

るという事ですか。ただ、把握されて目立つのは、新規の方も帰している、それは少し問

題だという事ですか。 

 

（事務局 伊藤） 

 子どもの相談が年々増えている状況がありまして、保健センターや幼児教育・保育課

や、あさひ学園とも連携しながら子どもの事業所を利用する方が非常に増えていて、小牧

市内に子どもの事業所、放課後等デイサービス、児童発達支援事業所などがとても増えて

いるのですが、そこに計画が追いつかない状況は目立っていると感じます。 

 

（中尾会長） 

 利用する社会資源が増えていくと、その利用者も増えていくという状況が、同時に起こ

っているという事ですか。分かりました。いろいろなお話をお聞きしましたが、野垣委員

いかがでしょうか。 

 

（野垣委員） 

 セルフプランが決していけないとは感じないのですけれども、必要な社会資源やサービ
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スが、知らぬ状態でうまく回らないという事が一番問題だと思います。計画を作成する、

モニタリングするという一連の流れというものがなかなか取り組めないところもありま

す。中でもその情報をお渡しするなど、そういうアドバイスを入れるなどの取り組みをし

ていただきたいです。 

 

（中尾会長） 

 ご意見ありがとうございます。確かに単に戻す、というだけではなくて、その時にいか

に使える情報をお渡しするかどうか。プランは自分で立てるけれども、そうした情報を持

ってという事が重要で、もしそれがあれば自立支援というところに繋がる方々もおられる

ので今おっしゃられたように、セルフプランそのものが悪いわけではないというところも

あると思います。何か工夫として現状、人材が足りない中でできる事もあるのではない

か、という話です。ありがとうございます。 

 相談支援に関わっている方たちにお聞きできればと思うのですが、川崎委員いかがでし

ょうか。 

 

（川崎委員） 

 サンフレンドの川崎と申します。私は直接、相談支援に携わっていませんので、難しい

のですが、今のセルフプラン率が高いというものの一つとして私どもの施設の相談支援専

門員から報告を聞いているのですが、非常に深刻な相談が結構あるのです。ひとつ間違っ

たら事件と呼べるような、そのような内容が多くあり、その中に相談支援専門員が必死に

なって対応しているのだと思います。そして、その中でサービス等利用計画を作っていく

のは大変な事で、サービス等利用計画だけを集中的にやればもっとできるのでしょうが、

そういった現実、そういう地域の中で生活している障がいのある方たちの支援のお話を聞

いていると、とてもこれ以上難しいのではないか、と感じるところがあります。ですの

で、相談支援専門員がもっといればこなせるのかもしれませんが、私が一つお聞きしたい

のは、小牧市はセルフプラン率が高いと言いますが、他の市町と比べてどのような状況な

のか。例えば、「他の市町と比べたら随分高い」とか、「いや、他の市町も高いです」とい

う事なのか、その辺りを教えていただけたらありがたいです。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。障がい福祉課の方お願いします。 

 

（浅野委員） 

 障がい福祉課の浅野です。先ほどの川崎委員の質問にお答えをさせていただきます。一

年に一回、県から市町村の障がい児と障がい者に分かれたセルフプラン率の一覧というも

のが私どものところに来ております。今手元に詳しい資料はないですが、他の市町と比べ
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て小牧はかなり高いです。ずば抜けてというと言い過ぎかもしれませんが、かなり高いの

は事実です。そして、小牧特有の原因があるのかと言われると、そこまでは分析できてい

ないのですが、よく言われるのは相談支援専門員の方が少ない事と、児童発達支援事業所

など、使える施設が小牧はここ数年でかなりできております。他の市町がどのぐらいでき

ているのか分からないのですが、ここ２、３年だけでも４つも５つも増えている状況で

す。それだけ受け入れる施設があれば、当然ご利用になられる方もお見えになるかと思い

ます。その方が１００％プランを作成できているのかというと、そうではないですから、

複合的な原因ではないか、というような事しか推測ができないですけども、現状としては

そのようになっております。 

 

（中尾会長） 

 よろしければ田代尾張北部圏域地域アドバイザーお願いします。 

 

（田代 尾張北部圏域地域アドバイザー） 

 少ないか多いかというよりは、例えば人口比率でいくと、春日井市は３０万人で、小牧

市は１５万人ほどです。例えば同じ人口の比率で考えてみる、でも良いと思います。うま

く何かの原因で進めている市町はセルフプラン率が低く、ほぼ相談支援専門員がついてい

る理由が何なのかなど、様々なプロセスはあるのですが、人材不足や相談支援専門員不足

はおそらく全国的に上がってきていますので、小牧市だけが目立って高いというわけでも

ないと思うのですが、浅野委員がおっしゃる通り、目立っているのは確かだと思います。

あとは、本来は計画相談支援や障がい児相談が進めば、今その重層的に相談支援体制があ

るので、例えば小牧市の委託相談支援事業所ですとか、その辺りをもう一度役割付けたり

するのも大事ですし、機能強化型の加算のお話をしていると思っていたのでご紹介させて

いただくと、私どもの事業所では、機能強化型Ⅰを取っているのです。自分が主任相談支

援専門員ですので、どのような配置かと言いますと、管理者がいて、私ともう一人専任の

方がいます。あと、２人いるのですが、基準でいくと委託相談支援事業所や基幹相談支援

センターを兼ねられると書いてあるのです。大体４人いれば機能強化型がⅡなり、Ⅰなり

Ⅲが取れるのです。そういうものを推進していく事や、小牧市の障がい福祉課と話し合い

をしていただくなど、そういった工夫もできると思います。あとは初任者研修の受講をど

んどん促していただくのも良いでしょうし、追加資料の１を見ると、例えばもう少し初任

者研修は終了した方がいるかもしれないですけど、せっかく初任者研修を受けた人がもう

失効している方がいらっしゃったりするかもしれないですし、そういう方を追っていくの

も一つかなと思います。とにかく、改めて重点施策であれば、もう一度どのようにこの問

題を進めていくかというのは、整理が必要なのかと思います。議事録にも残ってしまうの

ですが、小牧市が特別に目立っているってわけではないと思います。なぜセルフプラン率

というか、相談員不足で少しずつ充実していたものが、どこも苦しくなっているというの
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は事実だと思います。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。この現状を踏まえて何ができるかというところで、障がい者生

活支援センターＪＨＮまあるのご紹介もありました。それを踏まえてできる事を考えてい

く事だと思います。また、川崎委員の話を聞いて、複雑化している、複合化している困難

なケースについて、相談専門支援員はご対応自体できていると、少し大変な思いをされて

いるというお話でしたけれども、一方でそこについては対応できているようだという事

も、同時にお話をお聞きしながら感じました。人が足りない中で、誰に相談支援専門員が

必要なのかというところは、しっかりと見極めていく必要があるだろうとお聞きしていて

感じたところです。続いてアザレア福祉会の小木曽委員いかがでしょうか。 

 

（小木曽委員） 

 相談支援の部分のお話で言うと、先ほど野垣委員が言われた基幹相談支援センターの進

捗会議に、私も参加させていただいているのですが、その中で出ているのは、利用者数が

増える療育の部分で言うと、早期療育は大事だと思うので、そこで繋げていくと、障がい

が緩和されるなど、親御さんの安心に繋がる事も確かにあるのですが、最近で言うと発達

障がいの方は８人に１人はおられると実際言われています。現状はもっといるのではない

かというところもあり、大人になってその年代が来て、「この人は発達障がいでしょう」

といった方もかなりいるかと思います。だからこそ早期療育は必要だろうと思っている反

面、闇雲に支給決定していないだろうか、というところを感じます。例えば私も実際受け

て「これは見極めの範囲ではないか」という話が最近させていただいたケースもあるので

すが、ただ、退院してそこが心配だから相談支援専門員をつける。でも本人は「今まで一

人で暮らしていて、何不自由していないから、なぜ相談支援専門員をつけないといけない

のですか」という形で、本当に必要な相談と本当に必要な支援というところを、先ほど田

代委員も言われていたのですが、そこと便利屋と履き違えていないかというところを、相

談を受けていて強く感じるところではあります。本当に必要で、本当に困っている、そう

いう所にはもちろん入る必要、緊急もあると思いますが、本当に必要なのかという所へむ

やみに支給決定されているというところは、逆に市の窓口や、基幹相談支援センターも、

我々もそうなのですが、そこの見極めで、逆に「小さな親切大きなお世話」という形で入

るがために、混乱するケースもあると思うのです。だから、そういう部分をきちんと相談

支援専門員も市の窓口も見極めていく必要があるのではないかと思いますし、後で聞いて

みればと思うのですが、教育、病院、クリニックなどでは子どもはどういう現状であるの

かというところも知れたら良いと思います。進捗会議でも話していましたが、ある程度区

分わけで、支給量は決められる事や、先ほどから言っているセルフプラン率が実情どうな

のかというところをしっかり精査した上で、本当にそれが必要な事を見極める。その見極
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めるには人材育成というところだと思います。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。セルフプランになっている方たちの中身というのは、しっかり

把握していく事がとても重要なのではないかという事を思いました。あるいは実際に相談

員の方がついているという方も含めて、適切かどうかというところをしっかり現状を把握

していくという事でしょうか。 

 鈴木委員お願いいたします。 

 

（鈴木委員） 

 医師会の鈴木です。小木曽委員からもお話があったと思うのですが医療現場の現状とし

て、私が個人的に思っている事としては、例えばあさひ学園の相談件数が増えているとあ

るのですが、今までと比べてどれぐらい増えているのか、それも気になるところなのです

が、現場で感じているのは数年前、あさひ学園は他の地区に比べて頑張ってくださってい

ると実感していて、割と方向性がついた状態で進めてくださっていると実感していまし

た。最近はおそらく数がとても増えてしまっていて大変忙しく、なかなか入るところまで

は、保健センターから差配してくださってやってくださっているのですが、入った後のコ

ントロールが上手くいってない状況が多々あって、声の大きなご家族の方の相談に乗って

らっしゃると思うのですが、一方で声の小さなご家族の中に、例えば実は知的障がいがあ

る方だとか、あと言葉が出てないのだけれど、ならば言語訓練だけ行えば良いのではない

かといった事でお声をかけられて、就学前ぐらいまでそのままになっている方とか、度々

お会いすることが最近増えていて、そして多分、あさひ学園は非常に頑張ってくださって

いるので、それからするとコントロールする人、例えば声が大きいけど、もちろん大変な

方もいらっしゃいますし、声が大きいけど、実際そこまでじゃない方も多分いらっしゃる

と思うので、そういうコントロールをどうするかが多分必要なのではないか、というの

は、現場では強く思います。そこがないと結局先ほどの取りこぼしに繋がるでしょうし、

結果として就学後にも実は知的障がいだった、など、そういう事が結構実際お会いしてい

て、これはもう少し前に介入が必要だったかなという事も、私の実感として最近増えてい

ます。多分、これは数が増えている事が大変さに繋がっていらっしゃるのではないかとい

うのは、強く実感しています。コントロールをどうするか、最初の入り口でどのように振

り分けるかが必要なのではないか、と強く思いました。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。特にお子さんたちの現状のところでサービス利用はしているけ

れども、しっかり繋がっているかどうかという点で見ることができていない可能性もある

という話も含んでいると思ったのですが、いかがでしょうか。 
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 今子どもの話のところに動いてきているので現場の現状をお話していただけると良いと

思うのですが、あさひ学園の話も出てきていましたので、よろしければこども連絡会の尾

崎代表、ご意見いただければと思います。 

 

（尾崎委員） 

 あさひ学園の尾崎と申します。今、先生からお話ありましたようにあさひ学園は大方は

保健センターでの検診時からフォローが入り、事後教室を経てあさひ学園を紹介されて通

うという方が半数以上です。あさひ学園の利用者はそのような利用のされ方が多いのです

が、それ以外でもホームページを見て連絡してくださったり、あさひ学園のＯＢのお母さ

まで、たまたま会ってクラスが同じであったりとか、公園でたまたま会ってお子さまを見

て声をかけてもらって、「あさひ学園に相談したらと言われて電話しました」など。ある

いは就園先からあさひ学園を紹介されてお電話をいただく。そういった保健センター以外

から、ご自分でお母さまが連絡をして、利用に繋がるというケースも年々増えてきており

ます。あさひ学園保健センターだけではなくて、子育て世代包括支援センターとも定期的

に連携を取っておりまして、心配なお子さんの事、もしくは心配な親御さんの事を３機関

でフォローしながら進めております。なるべく支援が途切れないように、どこかの機関が

繋がりを保っていられるような形での連携は図っているのですが、あさひ学園の立場とし

ては、学園の利用がなされていない方については、ある程度の経過は追っていけるのです

けれども、それ以上になると追いかけられないと言いますか、お母さまの理解、ご了承を

得られないままお繋ぎするといったところが難しく、そういったご了解を得にくい。「ま

た、自分で電話します」と言って、自分からお電話を切られるようなお母さんの方が本当

に支援が必要だと思われるのですが、そこが繋ぎきれないといったところが、難しさを感

じております。あさひ学園の親御さんからも、あさひ学園を卒園した後に相談する先がな

いといった声は大変多くいただいておりまして、最近ではあさひ学園から卒園されるにあ

たりましては、あさひ学園から担当者会議というものを開催させていただきまして、就園

先や児童発達支援事業所の方、また委託相談支援事業所の相談支援専門員にもご同席いた

だきながら、顔の見える関係づくり、次困った時には電話してアドバイスをいただけるよ

うな形ではお繋ぎを進めているのですが、児童発達支援センターと連携してといったとこ

ろでは、実際には追いついていないのだろうと実感として感じております。以上です。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございました。あさひ学園さんに繋がっているところではない方たちへのフ

ォローというのがなかなか大変なのかなとお聞きしました。よろしければ学校関係の方た

ちにもお伺いできればと思うのですが、特別支援学校の舩越委員いかがでしょうか。 

 

 



 24 

（舩越委員） 

愛知県立小牧特別支援学校の舩越です。どのお子さんに相談員がついていて、相談員が

ついていないのかということを学校は情報収集していません。利用している事業所は分か

るのですが、相談員の有無やその事業所などを個別の教育支援計画に記入する欄がある

と、学校が保護者から相談を受けたときに、地域へも助けを求めることができると思いま

した。今年度も、保護者がどこへ相談したら良いか分からず、学校の担任が相談をうけた

事例がありました。市の福祉関係者へつないで、保護者が孤立しないように困らないよう

に、子どもの教育環境が悪くならないようにと動くのですが、学校としてできる範囲があ

りますので苦慮しているところです。学校が相談員などの情報を保護者に聞き取ること

で、保護者が「相談員がいたほうがいいのかな」と考えることもあると思います。セルフ

プランが悪いわけではないですが、名古屋市はほとんどの児童生徒に相談員がついていま

した。学校で何かあったときに相談員につなげたり情報を共有したりしていました。相談

員の方も大勢のお子さんを担当として抱えているので、つながるのに時間がかかることも

ありましたが、学校側も、相談できる窓口があることや地域との繋がりがあることの重要

さを感じていました。なので、セルフプランのご家庭はどこなのか、相談員がついている

のなら困った時に相談できる方がどなたか、本当は相談員がいると安心なご家庭はどこ

か、ということを学校が把握できていれば、困った時にどこかにつなげることができるか

なと、お話を聞いていて感じました。感想で申し訳ありません。以上です。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。障がい福祉の専門職の方が介入することの必要性が、学校教育

の中でも連携をきちんと取ることが、現状では少し足りないということですので、今後ぜ

ひ広げていく事ができればと思いました。よろしければ櫻井委員いかがでしょうか。 

 

（櫻井委員） 

 小牧市学校教育課の櫻井と申します。今、舩越委員のお話を聞いていて、なるほど個別

の教育支援計画には福祉との繋がりという欄と医療との繋がりという欄があるにはあるの

ですが、学校の先生方の意識として医療との繋がりという部分には必要性も感じている

し、協力をしなくてはいけないし、お話を聞かせて欲しいという動きが出ているとは思う

のですが、なかなか福祉というところでは、デイサービスはお迎えに来てくれているから

顔も知っているしどこに行っているかは知っているけれども、相談員がいるとかいないと

かそういったところまでは知らない先生が多いなというのが正直なところです。なので相

談員の方が、学校でのお子さんのトラブルに立ち会ってくださるケースもあります。何と

かお子さんが苦しんでいるからと助けに入ってくださるのですが、学校としては相談員と

いうものが何なのか分からないので、少し一歩身構えてしまっているという事もあるのか

なと思うので、相談員がどんな方なのかを先生方に伝えていく事が必要なのかなと感じま
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した。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。課題としておそらく今ここから始まっていくという感じがしま

すので、ぜひ連携を取っていければと思います。そうしましたらもうお一方、森島委員お

願いできますでしょうか。 

 

（森島委員） 

 私も聞いておりまして学校関係の方々が言ってみえたのと同じような事を思っておりま

した。園の方で在園しているお子さんたちも相談員さんがついているのか、そのご家庭の

お子さんがセルフプランなのかが分からないですし、その意味さえも多分保育士の先生方

も分からないでおられるのかな、いざ何かお子さんの事を相談したいなという事で、ケー

ス担当者会議とか児童発達支援センターと連携を取って何かしらお子さんのために会議を

開いて連携しようと思っても、「相談員さんはいますか」と関係機関から聞かれた事があ

りまして、そういう事も把握が全然できていなくて、その意味さえも周知ができておら

ず、そこの連携が大事だからこそ周知していただき、お互いを知る事が大事なのかなと思

っています。セルフプランなのか相談支援がついているのかという事で、誰に相談員が必

要かというところも、周知がされて園の方からも保護者の方にぜひ相談員をつけてとか、

セルフプランであられるのであれば「こういう方法もあります」という事をお答えし、逆

に相談員がいるご家庭であればそこと連携させていただいて、お子さんにとってもっと考

えていけるのかなと思いました。あと現状としまして、園の方に特別な配慮が必要なお子

さんがすごく増えていると思っています。０、1、２歳児から無償化が始まった事もあ

り、メリットももちろんありますが、低年齢で就園を希望される方がすごく増えています

ので、するとどこの関係機関にも繋がらずに窓口に初めましてという形で来られる方もと

ても増えています。ですので私たちが情報をキャッチした時は、保健センターや社会福祉

協議会の方々に連携を図り、繋ぐという事を意識してやっていくようにしているところで

す。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。今、学校関係のところから現状をお聞きいたしました。ポプラ

の会さん、ぜひご意見があればお伺いできればと思います。 

（位田委員） 

 ポプラの会の位田と申します。ポプラの会は本当に小さいお子様、あさひ学園に通って

いる方から卒業して、多分うちの娘が一番上で２４歳なのですが幅広くいて、年齢が低い

方ほど福祉サービスを利用している方はとても増えていて、多分どこも手いっぱいになっ

ているのだろうなというのは想像ができます。ただうちの子の場合はセルフプランで十分



 26 

だなというところはあって、時折何か相談したい時は、その都度相談できる先を見つけて

相談して何とかなっているので、先ほどの田代尾張北部圏域地域アドバイザーもおっしゃ

っていたように、本当に必要な所に必要なタイミングでという事がどうしたらそれができ

るのかなという事をずっとモヤモヤとしながら聞いていました。あと、名古屋市と小牧市

では相談員が付いている率が違うというのが、もしかしたら福祉サービスを受ける時点で

福祉課の窓口で説明をしていただくと思うのですが、親が「セルフプランでいいや」と思

えてしまう感じなのかなと思います。自分は「わざわざ付けなくてもいいや」と思ってし

まったので。本当に相談員が必要な方がそのサービスを受ける入口の所で分かる何か方法

があればと思っています。すいません、それが思いつけばいいのですが、思いつかずに申

し訳ないです。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございました。今、子どもに関するところで皆様のご意見を伺いましたけれ

ども、本当は子どもに関するご意見をお伺いするのは重点施策３の所の医療的ケア児等の

所でしたが、少し相談支援の所でお話をお伺いしました。時間的にかなり難しい状態です

が、よろしいでしょうか。医療的ケア児等の所での充実という話はお聞きできずに、相談

支援という所でご意見をお伺いしました。今、出てきたお話というのはとても充実したご

意見でしたので良かったかなと思います。その他何かご意見があればと思うのですが、い

かがでしょうか。一つずつ行くと言っておきながら、１、２、３とまとめてという形にな

ってしまっていますが、これだけは言っておきたいという事がありましたら、ぜひお願い

いたします。黒田委員お願いします。 

 

（黒田委員） 

 小牧市手をつなぐ育成会の黒田です。小牧市手をつなぐ育成会の会員は施設を利用して

いる方が多いものですから、計画相談を相談員に相談してやっていただいているのです。

小牧市は療育手帳の保持者は１３００名ほどいると伺ったものですから、やはり会員以外

の在宅の方とかいろいろみえますから、市としてはそういう方を取りこぼしのないように

しっかり支援をしていただけたらと思っております。それだけはよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。小牧市手をつなぐ育成会に入っていない方たちがいっぱいおら

れるということですね。ですので、どういうふうに情報が伝わっているのかというところ

で不安があると。地域生活支援拠点の事に関しては非常に重要なところですので、施設や

支援団体と繫がっていない方たちに対して、どういう支援をしていくのか。特に生活支援
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拠点はそこが重要になってくるのかなと思いますので、ぜひそこも念頭に置いてお考えい

ただけると、というご意見です。ありがとうございます。その他いかがでしょうか。よろ

しいでしょうか。小木曽委員お願いします。 

 

（小木曽委員） 

 すいません、相談の方でいろいろお話があったのですが、２番目の地域生活支援拠点に

ついて、少しお伺いをしたいのですが。今、市からの説明がいろいろあったのですが、説

明会を開いて入っていただいていう感じや事業所の実情に合わせてですとか、いろいろ言

われているのですが、どこまでの事をどう目指しておられるのかなという所が見えないと

いうところと、例えば、社会福祉法人あいち清光会さんが緊急の受け入れをしていただい

ていると思うのですが、かつて昨年だったと思うのですが、地域生活支援拠点で受けても

緊急レスパイトで受けるのだけれど、そこにいる支援員も「入所の施設等があるのでギリ

ギリでやっているのです」と、そうした中で普段知っている相談員さんに来ていただい

て、という事まで「私たちに強いてくるのですか」というところを聞きたいです。どこで

も一緒ではあるのですが、相談の部分をそこまでやっていかなければいけないのか。やは

りそこは病院や警察等にお願いしていくのかとか、やはり棲み分けになっていくとは思う

のですが、どこまでをどう目指していくのかどうお考えなのか具体的にお教えいただけれ

ばと思います。今話し合っている内容も含めて。 

 

（中尾会長） 

 すいません、お願いいたします。 

 

（障がい福祉課 松浦） 

 今、緊急の対応をあいち清光会さんに委託しているという事もあるのですが、地域に

様々な事業所がある中で、一つの事業所に集中したりするのではなく、複数の機関が携わ

っていく。そこで横の繋がりも含めて地域全体で支援体制を整えていくという事を我々と

しては目指していきたいところにはなって参ります。ですので、当然その時の状況によっ

て集中してしまうという課題があるので、それを分散化させる事で一つの事業所に過度な

負担がかかる事も軽減されるでしょうし、障がいのある市民の方にとっても、様々な所が

支援に携わってくれているなという事があれば、安心できるというところもあると思いま

す。当然、今までの実情とか今後の具体的なところというのは、今の小木曽委員からのご

意見もしっかりと聞いたうえで、事業所のご意向とかに沿った形でやっていこうとは思っ

ていますので、あくまでも市としては、一ケ所に集中する訳ではなく、地域全体での支援

体制を整備していきたいと思っております。答えになっているかどうか分からないです

が、そういった課題については今後、先日の説明会でもしっかりと各事業所からご意見を

いただき、来年の４月にもし始まったとしても始まったからこれで終わりではなくて、先
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ほども言いましたように年に数回会議を行いまして、その時の実情に応じて柔軟に対応し

ていくべきだと思っておりますので、まだ具体的なお話ができておらず申し訳ありません

が、市としてはそのように考えております。以上です。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。少し今の点で確認なのですが、市としては地域生活支援拠点の

登録制というそのものを、実際にするのは令和７年４月からという、ここはもう念頭入れ

て動かすという事ですね。 

 

（障がい福祉課 松浦） 

 それはもちろん念頭に置いておりますが、今後出てきた課題や各事業所の皆様のご意

見、状況で令和７年４月に実施が厳しいという話になれば、そこは柔軟に対応していくべ

きだと考えております。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。もう一つ確認なのですが、先ほど皆様にご協力をお願いしたい

という事で、困難事例などを検討するというお話と、年に数回連絡会議にご出席いただい

てというお話で、それによって評価をするというお話もありましたが、それは実際に始ま

ってからのお話でよろしいですか。 

 

（障がい福祉課 松浦） 

 始まってからの話で大丈夫です。 

 

（中尾会長） 

 ありがとうございます。そうしますと今年度はとにかく説明会をして、そこで皆様から

のご意見をお伺いし、どうのように取り組んでいくかという事を検討するという事でよろ

しいでしょうか。そのように動かすという事なので、今、確実に決まっている事としては

説明会が開かれると、そこで皆様からご意見をお伺いするという事です。４月開始を念頭

には入れてはいるが、皆様方のご意見の内容によっては上手く動かしていくように考えて

いくという事ですね。ありがとうございます。これに関して何かご意見はいかがでしょう

か。よろしいですか。緊急時の受け入れをしているというのが、あいち清光会さんが受け

入れをしているという事で、川崎委員いかがですか。 

 

（川崎委員） 

 サンフレンドの川崎です。緊急時の受け入れという事ですが、前回でもお話をしたかも

しれませんが、コロナの関係でなかなか受け入れができないような状況でした。あと設備
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的にも、受け入れる場所が難しかったものですから、今ちょうど棟を増築しましてそちら

の受け入れがしやすいように今年度整備を行ったところです。ですので、これからは前よ

り受け入れができるようになるとは思います。ただ先ほど小木曽委員がおっしゃったよう

に、我々もギリギリで動いておりますので、急に「この人を預かって欲しい」と言われて

も、過去に利用してみえる方や手帳があるかないかご本人のプロフィール等を分かってい

る方ならば良いのですが、いきなり感染症があるかも分からない方を受け入れるというの

は、なかなか非常に難しいのが現状なのです。ですが、できるだけ頑張って受け入れるよ

うに努力をしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

（中尾会長） 

ありがとうございます。その他はいかがでしょうか、よろしいでしょうか。田代尾張北

部圏域地域アドバイザーお願いします。 

 

（田代 尾張北部圏域地域アドバイザー） 

拠点についてですけれども、動きとしては地域生活支援拠点がどのように運用できてい

るかという評価を年一回やらなきゃいけないというところなのです。どこも整備はしてい

るのです。緊急時にどこで預かっていただくかとか、どこで体験していただくか、という

整備は終わったのですけども、どう運用していくかというところが、どこもこれからの課

題になっているところです。説明会を行って事業所、登録を増やしていって、社会福祉法

人あいち清光会ではなくて、幅広い面的整備を目指すという中で、大変大事になるのが、

川崎委員がおっしゃった通り、急に来られてもどんな方か分からないから困るというのは

ごもっともで、そのために、市が言われた、「困難事例の検討会を増やす」というのは、

例えば、緊急時が起きた時に、支援が見込めない世帯を把握する事なのです。日々の皆さ

んの業務の中で、「ここの世帯は、この方が一人になった時に、多分困るだろう」という

世帯を、把握して登録しておく事が必要だという事なのです。コーディネーターの話もあ

るので、一人になった場合に、親御さんなりご家族が、緊急時で戻れない場合など、その

方が自宅に帰れるのか、グループホームを探すのか、入所するのかという調整も行わない

といけないとすると、このコーディネーターの役割も非常に重要になってくるというとこ

ろです。今、他の市町で課題になっているのが、例えば、緊急ショートで入れれば良いで

すけど、知らなかった人の場合、ショートステイの契約をしていないので、例えば社会福

祉法人あいち清光会の場合、措置でお願いをするといった時に、春日井市で精神障がいの

方が出てしまって、精神障がい者の保健福祉法だと措置がないので、大変受け入れに困っ

た事や、一方で医療的ケアを要する人の緊急時が起きたときに、社会福祉法人あいち清光

会は夜間看護師を配置して受け入れができるのかどうかなど、様々な問題があるものです

から、ぜひ説明会を充実していただいて、面的整備、登録を進めていただきたいというお

願いがあります。以上です。 
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（中尾会長） 

ありがとうございます。今後、市役所の方で説明会を開催して、皆さんからご意見を伺

っていくという事ですので、皆様はぜひご意見を出していただきたいという事と、市役所

の方にはそれを取りまとめて、もっとも小牧市にとってより良い方向で動かしていくとい

う事を、ぜひお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。 

 ②について事務局よりご説明だけお願いいたします。 

 

（事務局 伊藤） 

 虐待防止センターを昨年７月から開始しまして、実際には報告があったとおりなのです

が、社協だよりに載せたところ、その方は担当している相談支援専門員がいたのだけれど

も、その広報を見て、わざわざこの虐待防止センターに電話をかけてきてくださったとい

う事がありました。そういう「かけてみよう」と思っていただけていると感じたので、今

後も電話番号の広報は必要だと思っております。内容に障がい福祉課の方からお願いしま

す。 

 

（障がい福祉課 松浦） 

現状としては虐待防止センターの方では、虐待は養護者、施設従事者、使用者とある中

で、受付自体は虐待防止センターにお願いしているところです。その後の対応について

は、養護者虐待については、引き続き虐待防止センターが行って、施設従事者虐待、使用

者虐待については、通報を受けた市が対応を行っているという現状となっています。施設

従事者虐待に関しては、一連の流れを簡単に説明させていただきますと、まずは基幹相談

支援センターに通報が入ったのちに、小牧市の方に内容が報告されます。その内容を受け

て、その施設の方、通報者に事情を聞いた上で、これは虐待の疑いがあるという判断をさ

れたものに関しては、その施設に連絡をさせていただきます。まずは緊急性があるかどう

かの判断を行って、すぐに対応が必要であるという事であればすぐに動くのですが、緊急

性がない、暴力を受けていて今その場にいたら危険があるという事がない限りは、後日改

めて施設に連絡をして、「虐待を受けている」と通報があった、当該者や施設であればそ

この職員に関しての聞き取りを行って、その現地調査を経て、虐待の有無をこちらで判断

を行っております。虐待があるという判断をした場合は、県に報告をさせていただいた上

で、施設に改善を求めていくという事になっていますし、虐待がないと判断したとして

も、例えば今後虐待が起こるかもしれない、可能性があるという事であれば、任意の指導

を行った上で虐待を未然に防ぐ動きをしています。使用者虐待に関しても、流れに関して

はほぼ同様なのですが、使用者虐待につきましては、最初の窓口で相談を受けた場合に、

それが果たしてその方の労働条件に対しての不満なのか、あるいは本当に使用者からの虐

待や嫌な思いをされているのか判断する必要がございます。先日あった事例では、窓口に
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相談に来た方が、「職場で休みが取れない」とか、「休みを取りたいと言ったのだが、会社

からだめと言われた」ということで嫌な思いをしたという事で、どうしても相談する場所

がないからという事で、相談に来ました。通常、会社の事や労働条件に関しては、労働基

準監督署が基本的に管轄になっていますので、その人の話を聞いて明らかに労働基準法に

定められている休日の取得に関しては、守られているというような話だと思ったので、労

働基準監督署に対しては「とくに連絡しなくて良い」と話はしました。ただそれは虐待な

のかの疑いになるのですが、そこについては、御本人がそこに雇用されているので、虐待

がある疑いがあるというふうに判断される、そういった相談があったという事を会社に伝

えることがその人にとってどうなんだ、というところを見極めて、その人にとって本当に

望ましい対応を取るようにさせていただいております。結局はその方に関して、現状はま

だ小牧市としては虐待として受付けているわけではないのですが、そこは随時、その方か

ら相談があったら相談を聞いて、しかるべき対応をとるというふうに対応をとっておりま

す。虐待防止という観点から、当然我々も相談があったら、状況が把握できますし、場合

によっては対応することも可能なのですが、まず通報がないと小牧市としても何も把握で

きないという場合もありますので、とくに施設の中で少しでも疑いなどあれば、どんな些

細な事でも良いので、まずは虐待防止センターであるとか、障がい福祉課にご相談いただ

ければと思っております。その状況を聞いた上で、先ほど言った流れで小牧市または虐待

防止センターが対応していくかは、また次の段階の話になりますので、虐待防止という観

点から、疑いが少しでもあれば虐待防止センターにご相談いただければと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。少し長くなりましたが以上になります。 

 

（中尾会長） 

ありがとうございます。「虐待だと確信してご相談を」というわけではなくて、「疑いの

あるという状態でご相談を」と。状況を見極めるという事ですので。 

 

（障がい福祉課 松浦） 

暴力があったなど確証がある場合や、緊急的な暴力が毎日あるなど、そういった場合は

緊急性があると判断するので、すぐに対応させていただきます。 

 

（中尾会長） 

いろいろな場面を見聞きするかと思いますので、まず通報するという事。そこからいろ

いろ調査が開始されますし、不適切な関わりは様々な状況下で起こると思いますので、そ

の状況を改善するという事も大変重要かなと、その後の本当に虐待で大変な事件になるな

どそういう事にならないための、安全な場を確保するというところで非常に重要なところ

だと思いますので、ぜひご協力をお願いできればと思います。何か今のことについてご意

見ある方いらっしゃらないですか。大丈夫でしょうか。すいません、私の時間配分の不手
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際で、特に虐待ケースの対応と防止について十分な議論ができませんでしたし、重点施策

についての①②③が一緒になってしまって、一つずつ上手く回す事ができていませんでし

たので、少し消化不良な何かご意見を抱えている方もあろうかと思いますけれども、また

個別に何かご意見ありましら、事務局にお寄せいただければ次回の協議会にも反映させて

いけると思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。その他について事務局から何か

ありますでしょうか。 

 

（事務局 長江） 

特にございません。 

 

（中尾会長） 

そうしましたら、本日の予定されておりました報告事項と協議事項についてはこれで終

了いたします。皆様ご協力くださいましたおかげで活発な協議会とする事ができました。

ありがとうございました。それでは、進行を事務局にお返しいたします。 

 

（事務局 長江） 

会長、ご進行ありがとうございました。委員の皆様もご意見ありがとうございました。

本日の協議会、以上になりまして、第３回の委員会は次第の末尾に記載してあります通

り、来年３月１０日月曜日１４時からとさせていただきました。お忙しい事とは存じます

が、日程調整をよろしくお願いします。長時間にわたって活発にご協議ありがとうござい

ます。最後に当会事務局次長、田中よりご挨拶申し上げます。 

 

（事務局 田中） 

中尾会長、それから委員の皆様、活発なご議論ありがとうございました。今回協議して

いただきました、この第４次障がい者計画の重点事項については、本当に一筋縄ではいか

ない事ばかりだなと考えております。特に今日ご議論を中心としていただきました、相談

支援体制の充実につきましては、やはり相談員がなかなか増えないというところの現状の

中で、それをどう対応していくかというところでしたけれども、セルフプラン率が高くな

ってしまう中には、例えば必要な相談とそうでない相談のすみ分けや、情報提供をしっか

りしていくというところでの、相談体制の中の質や、連携を取った相談のあり方という事

で、体制のあり方という事のご意見もいただけました。それから、地域生活支援拠点のご

議論の中でも、来年度の７年４月スタートを見据えたところでの様々なご意見、懸念事項

をいただきましたので、今日事務局でもまたこういったご意見を議論しまして、また市や

連絡会、そして事業所関係団体の皆様と相談しながら進めていけると良いなというふうに

考えておりますので、どうぞまたご協力をよろしくお願いしたいと思います。本日は

様々、いろいろなご意見をいただきました。本当にありがとうございました。 


